
第 27 回電子情報化委員会 議事録（案） 
 

日時：2007 年 4 月 4 日（水）16:00～18:30 

場所：JCI 会議室 

出席者：野口委員長、金久保幹事、秋山、甲斐、楠、田所、三木、八十島の各委員 

（事務局）戸口、鳥居南 

 

資料 

27-0：電子情報化委員会（第 27 回）議事次第 

27-1：第 26 回電子情報化委員会議事録（案） 

27-2-1：年次論文集審査用原稿提出時のファイル容量状況 

27-2-2：年次論文テンプレート従来版 

27-2-3：年次論文テンプレート新規提案版 

27-2-4：年次論文テンプレート比較版（B5 縮小） 

27-3-1：メールニュース登録者数 

27-3-2：メールニュース記事掲載依頼（被災構造物シンポジウム） 

27-3-3：メールニュース記事掲載順序（メールの写し） 

27-4-1：第 2 回広報委員会議事録（案） 

27-4-2：広報委員会 HP リニューアル打合せ議事録（案） 

27-4-3：第 2 回広報委員会資料（ホームページのリニューアルについて） 

27-4-4：第 2 回広報委員会資料（会員専用ホームページサービスについて） 

27-4-5：第 2 回広報委員会の後の打合せ状況（メールの写し） 

27-5-1：会員専用 HP コンテンツ企画 

27-5-2：会員専用ページのデモンストレーション 

27-5-3：会員認証の問題点など 

27-6：研究委員会 HP 更新の状況 

 

議事 

1. 第 26 回議事録（案）の確認 

(1) 修正事項 

・ 5.(1)広報委員会への提案について「様々な項目が採り上げられているが、実効性があまり見

えない。」→「様々な項目が採り上げられている。」 

・ 6.(5)「委員拡充について、杉山先生とコンタクトを取る。」→「委員拡充について候補者と

連絡を取る。」 

(2) 年次論文査読関連問題事項の確認 

・ 査読意見入力画面でのエラーは、PC やサーバーの再起動を行うことで回避できた。 

・ 査読要領の配布に関しては、HP 上に組み込むか、印刷物でアドレスを指定して DL しても

らう方法が考えられる。引き続き議論する。 

 



2. 年次大会関連について 

(1) 事務局から資料 27-2-1 に基づき、電子投稿ファイル容量の状況報告があった。 

・ ファイル容量の平均は 470KB であり、301～400KB のファイルが最も多い。 

・ 200KB 以下のファイルは、フォントが埋め込まれていない。 

・ 1000KB 以上に少し山がある分布になっている。 

(2) 事務局から資料 27-2-2～4 に基づき、文字フォントを小さくした年次論文テンプレートの説明

があった。 

・ 文字フォントを 10.5pt から 9pt に小さくし、1 ページ行数を 40 行から 46 行に変更すること

によって、A4 の標準的なレイアウトになり、6 ページであればおおよそ 35%ほど内容が増

加する。メリット、デメリットを整理し、査読委員会に提案する。 

 

3. メールニュースについて 

(1) 事務局から資料 27-3-1 に基づき、メールニュース登録者データの説明があった。 

・ 4/2 現在で 1,254 名（会員 488 名、非会員 766 名）。コンクリート工学の会告に案内を掲載す

る。 

(2) 事務局から資料 27-3-2 に基づき、被災構造物の復旧性能評価研究委員会シンポジウム参加募

集の記事掲載依頼があった。4 月号に掲載する。 

(3) 資料 27-3-3 の記事掲載順の原則をマニュアルに反映させる。［事務局］ 

(4) 6、7 月担当は田所委員、8、9 月担当は新規委員。 

 

4. ホームページのリニューアルについて 

(1) 金久保幹事から資料 27-4-1～4 に関連して、広報委員会での報告および会長との HP リニュー

アル打合せの報告があった。 

・ ホームページのリニューアルについて、友澤会長は積極的な意向を示している。広報委員

会に WG を設置し、今後の作業を進めていくことになった。 

・ 会員専用ページについては、管理体制について同意を得るに至っていない。 

 

5. 会員専用ホームページについて 

(1) 楠委員から資料 27-5-1 に基づき、コンテンツ企画の説明があった。 

・ 委員会報告書、コンクリート工学の国際情報・技士、診断士のページ、論文検索等のコン

テンツが考えられる。 

・ 土木学会、建築学会の会員専用ページの紹介があった。 

(2) 八十島委員から資料 27-5-2 および現在アップして HP に基づき、実際の運用システムのデモが

あった。 

・ 会員番号と生年月日による認証およびパスワードの発行を行うシステムである。 

・ 管理は csv ファイルで行い、サーバーへのアップロードとダウンロードで行うことが出来る。 

・ 資料 27-5-3 の事務局からの要望は、ほぼ対応済み。 

 

6. 研究委員会 HP 更新の状況について 



(3) 秋山委員から資料 27-6 に基づき、研究委員会 HP 更新の状況について説明があった。 

・ 平成 18 年度新規委員会のうちの 3 つは、更新がされていない。 

・ 「セメント系材料の時間依存性挙動」、「アルカリ骨材反応の抑制対策」、「高強度・高靱性

コンクリート」の 3 委員会については、野口委員長が確認する。 

 

7. その他 

(1) 次回委員会は、2007 年 6 月に行う。スケジュール調査を行う。 

 

 

＜＜タスクリスト＞＞ 

［短期］ 

・ 年次論文査読委員会テンプレート提案［事務局］ 

・ メールニュース原稿準備［4,5 金久保 6,7 田所］ 

・ メールニュース活用広報［金久保］ 

・ 会員専用 HP システム検討［八十島］ 

・ 会員専用 HP コンテンツ検討［楠、三木］ 

・ 研究委員会 HP 確認［3 委員会について野口］ 

 

［長期］ 

・ コンクリート工学論文集の電子化、検索システム 

・ 電子化全般：メリットデメリット、事務局の方針、理事会等への提案 

・ （会員証のカード化） 

・ （課金システム検討） 

 

 


